
県内で子どもの貧困をなくそうと様々な対策に関

わっている方々のつながる場として、活動の紹介を

行った。

・食品ロスをなくすためのフードバンクでテストキ

　ッチン料理を計画。子どもだけではなく二人暮ら

　しの高齢者も対象に考えている。登録者は5～10人

　で1年後に開始予定。

・とちぎボランティアネットワーク県北では「やま

　のて子ども食堂」を実施。さらに「学習支援」に

　企業が協力してお弁当提供を計画。

・ふれあいコープでは昨年7月から週1回金曜夜に地

　域食堂「のどかの食卓」を実施。対象者は子ども

　からお年寄りまで。

・弁当事業者と連携して残った弁当を有効に使う計

　画あり。

・性暴力支援センターから児童相談所へ755件、週に

　1.5件の計算。虐待・貧困、表に表れないケース多

　数。

・母子家庭支援の為の相談窓口を立ち上げた。

・清原地区において福祉施設が持ち回りで開設する

　子ども食堂が計画。4月から2週間に1度の予定。

・食育の一端と気軽に話せる近所の人付き合いの契機として地域住民のボランティア開拓。

・医療生協が学習支援を行っている軽食の提供もあり。

・本県においても子どもの虐待は深刻な案件あり。児童相談所や学校は入りきれていない。

・佐野市の介護施設において子ども食堂を開催。オープン型で50人中子ども35人。交流拠点になっている

　が本当に必要な人に届いていない。

・特定の親子対象の子ども食堂、3年目。もう少し支援家庭増やしてもよい。

※子ども食堂の役目は、参加者の内の少数(例えば20人中5人)への支援の入口。そこから継続した支援につ

　なげる。困難を抱えている家庭は、離婚・発達障害・ひきこもりと様々。そこには貧困がある。

　本当に強い縁が必要な人は今どこにいるのか、まだまだ見えていない。そのために子ども食堂や無料学習

　支援が大きな役割を担う。

山田みやこの活動報告

子どもSUNSUNプロジェクト円卓会議

平成31年2月9日(土)


